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　市会議員になって２０年、農業委員は16年になります。第２名神の建
設が大阪府で決められようとしているときに、市会議員の候補者になり
大気汚染など環境問題を勉強しながら、みなさんととりくんできました。
第２名神の問題点を追及してきた２０年でもありました。道路公団の巨
額の借金で、いったんは計画がストップしていたのですが、道路公団を
民営化し、借金の一部を税金で肩代わりするなどで、計画はまた動きだ
し、高槻―神戸間は２年後に完成予定です。市の負担で第２名神のアク
セス道路の建設は、国の補助はありますが市の財政負担は大きいです。
環境も悪くならないように、これからもとりくんでいかなければと心新た
にしています。
　私は母親を小学校４年で亡くし父親に育てられました。父は精いっぱ
い努力したのでしょうが、至らない点も多く経済的にも大変でした。
　貧困の連鎖を断ち切るために、子どもには責任のない家庭環境に左
右されないよう、自立するための支援をするべきです。それが政治の責任
だと思います。

１
９
５
４
年
、
高
槻
市
生
ま
れ
。
京
都
精

華
高
校
卒
。
あ
ら
ぐ
さ
共
同
保
育
所
な
ど

14
年
、
そ
の
後
高
槻
民
商
勤
務
。

現
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／
市
議
５
期
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党
市
議
団
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長
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こ
ん
に
ち
は

中
村
れ
い
子
で
　

　
す

中村れい子中村れい子 宮原たけし宮原たけし
大阪府議会議員

1947 年生まれ。瀬戸の島、上関町で母に育てら
れる。熊毛南高校、京大卒。府議（６期）。
現在／党府議団々長。
趣味／読書　歴史、時代もの、マンガなんでも
人生の目標／ささやかでも明るい社会

だれもが胸をはって
　生きていける社会を

●
環
境
基
本
条
例
に
環
境
権

　
を
明
記
さ
せ
た
こ
と
。

●
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
事
業
の
見

　
直
し
（
今
日
ま
で
約
４
０
０
０

　
億
円
の
損
失
を
出
す
）

●
大
型
開
発
よ
り
、
く
ら
し
・

福
祉
・
生
活
密
着
型
公
共
事

業
を
。

●
老
人
医
療
無
料
化
制
度
守
れ
。

●
関
西
空
港
２
期
工
事
の
中
止
。

●
淀
川
上
流
な
ど
の
、
水
道
水

用
ダ
ム
の
中
止
と
府
卸
売
り

水
道
料
金
値
下
げ
（
２
回
）。

●
ノ
ッ
ク
知
事
の
セ
ク
ハ
ラ
や
大

阪
府
の
不
祥
事
の
追
及
。

●
正
規
雇
用
の
拡
大
、
２
０
１

３
年
か
ら
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

対
策
や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
。

●
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ

の
府
補
助
削
減
ス
ト
ッ
プ
の

署
名
運
動
。

●
子
ど
も
・
障
が
い
者
・
１
人
親

医
療
費
補
助
制
度
を
守
る
。

●
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
と
高

校
教
育
（
大
阪
の
中
退
や
部

活
動
な
ど
の
デ
ー
タ
ー
は
本

に
も
な
り
ま
し
た
）。

●
１
年
間
雇
用
の
講
師
教
員
を

正
規
の
教
員
に
。

●
長
周
期
地
震
動（
長
く
、ゆ
っ
く

り
揺
れ
る
）な
ど
地
震
対
策
。

●
地
震
に
弱
い
Ｗ
Ｔ
Ｃ
買
い
取

り
反
対
。

●
政
務
活
動
費
問
題
な
ど
政

治
と
金
を
追
及
。
議
員
の

給
料
カ
ッ
ト
、
政
務
活
動

費
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
。

●
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
で

外
部
相
談
窓
口
設
置
。
女

性
や
子
ど
も
を
性
犯
罪
か

ら
守
る
。

●
維
新
の
会
の
政
治
と
全
面

的
に
対
決
、
福
祉
・
文
化
・

河
川
改
修
な
ど
で
成
果
も
。

宮
原
た
け
し
が
、

府
議
会
で
は
じ
め
て
取
り
上
げ
て
き
た
主
な
も
の

２
０
０
０
年
代
か
ら
今
日
ま
で

１
９
９
０
年
代
後
半

１
９
９
０
年
代
前
半



子育て支援、自然や農業を守る、元気な高齢者への支援など全力子育て支援、自然や農業を守る、元気な高齢者への支援など全力
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
取
り
組
み

高
齢
者
を
社
会
的
に
孤
立
さ
せ
な
い

自
然
と
山
を
守
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
間
伐
材
の
利
用
を

中
村
れ
い
子
の

４
年
間
取
組
ん
で
き
た
こ
と

    

保
護
者
の
収
入
が
一
定
以
下
な
ら

義
務
教
育
の
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

高
槻
市
で
は
中
学
校
で
約
20
％
、
小

学
校
で
約
16
％
の
子
ど
も
が
受
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
修
学
旅
行
の
費

用
は
全
額
補
助
か
ら
、
限
度
額
が
設

け
ら
れ
、
そ
れ
以
上
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
７
割
の
学

校
が
限
度
額
を
超

え
て
い
ま
す
。
修

学
旅
行
は
教
育
課

程
で
は
特
別
活
動

に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
教
育

    

昨
年
12
月
議
会
で
、
敬
老
パ
ス
の

経
済
的
効
果
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
名
古
屋
市
で
は
、
補
助
額
の
２
・

５
倍
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
検
証
の

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
高
槻
市
で
は
、

介
護
認
定
が
大
阪
府
平
均
よ
り
４
・

７
％
低
く
、
介
護
費
用
の
抑
制
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
敬
老
パ
ス
の

利
用
で
外
出
の
機
会
が
増
え
、
歩
く

こ
と
で
健
康
に
な
り
、
医
療
費
の
抑

制
効
果
も
あ
り
ま
す
。
高
槻
市
で
も

検
証
す
る
こ
と
を
求
め
、
市
は
検
討

す
る
と
し
ま
し
た
。

　

市
バ
ス
が
で
き
て
61
年
、
敬
老
パ

ス
は
43
年
に
な
り
ま
す
。
守
る
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

  

社
会
福
祉
協
議
会
が
補
助
を
し
、

地
区
の
地
区
福
祉
委
員
会
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
へ
の
訪
問
、
見
守
り

支
援
が
あ
り
大
変
大
事
な
活
動
で

す
。
こ
の
活
動
に
参
加
さ
れ
る
人
が

増
え
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
も
支
援

を
す
る
こ
と
が
必
要
と
求
め
、
市
は

積
極
的
に
支
援
す
る
と
し
ま
し
た
。

  

軽
度
の
認
知
症
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
の

日
を
間
違
え
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
集
積
場
所
ま
で
持
っ

    

高
槻
市
の
山
林
所
有
者
は
、
半

数
以
上
が
小
規
模
の
所
有
で
す
か
ら
、

山
林
の
整
備
は
難
し
い
で
す
。
高
槻

産
木
材
、
間
伐
材
の
利
用
を
増
や
す

た
め
に
、
山
か
ら
木
を
運
び
出
す
道

を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
私

は
、
２
０
１
２
年
３
月
、
２
０
１
４

・
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

・
市
バ
ス
を
守
り
、

　
敬
老
パ
ス
の
継
続
を

・
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
支
援

・
声
か
け
見
守
り
活
動
に

　
支
援
を

年
６
月
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
間
伐
材
の
35
％
は
、
製
材
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
小
学

校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
使
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
槻
の
バ
ス
停
で
ベ
ン
チ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

公
共
施
設
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

上
必
要
な
ら
全
額
支
給
に
戻
し
、
ク

ラ
ブ
活
動
費
も
対
象
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
の
対
象
に
な

ら
な
い
状
態
で
援
助
が
必
要
な
人
へ
の

軽
度
生
活
援
助
員
の
派
遣
や
ヘル
パ
ー

さ
ん
に
持
ち
返
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

対
策
が
必
要
で
す
。

▲日吉台バス停のベンチ
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